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■
住
民
票
写
し
の
広
域
交
付

住
民
票
写
し
の
交
付
事
務
は
、
市
民

課
窓
口
や
、
市
内
の
各
事
務
連
絡
所
な

ど
で
の
対
応
で
し
た
が
、
全
国
市
区
町

村
の
本
庁
市
民
課
等
窓
口
で
も
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

他
市
町
村
の
出
先
で
急
な
用
途
が
生

じ
た
場
合
、
運
転
免
許
証
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
な
ど
、
本
人
確
認
が
で
き

る
書
面
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本

人
お
よ
び
同
一
世
帯
員
の
住
民
票
写
し

の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、氏
名
、性
別
、生
年
月
日
、住

所
の
４
情
報
の
証
明
で
、手
数
料
や
交
付

取
り
扱
い
窓
口
も
異
な
り
ま
す
の
で
、各

区
市
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付

本
人
に
係
る
住
民
基
本
台
帳
登
録
事

項
の
一
部
情
報
が
入
力
さ
れ
た
「
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
を
、
本
人
か
ら
の

交
付
申
請
に
基
づ
い
て
市
民
課
窓
口
で

発
行
し
ま
す
。

こ
の
カ
ー
ド
に
は
、「
顔
写
真
の
な

い
も
の
」
と
「
顔
写
真
の
あ
る
も
の
」

の
２
種
類
が
あ
り
、
申
請
者
ご
本
人
の

選
択
に
よ
り
、
申
請
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
写
真
付
き
の
カ
ー
ド
は
、
官

公
署
発
行
の
証
明
書
と
な
り
、
本
人
確

認
用
に
使
用
で
き
ま
す
。

【
手
数
料
が
５
０
０
円
か
か
り
ま
す
】

☆
申
請
時
に
必
要
な
も
の

○「
顔
写
真
の
な
い
も
の
」

①
印
鑑
（
認
印
）

②
本
人
確
認
で
き
る
顔
写
真
付
き
官
公

署
発
行
の
証
明
書
（
自
動
車
運
転
免
許

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

○「
顔
写
真
の
あ
る
も
の
」

前
記
①
②
の
ほ
か
、
次
の
も
の
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

③
写
真
１
枚

・
最
近
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
正
面

向
き
の
上
半
身
（
胸
元
程
度
ま
で
）
が

写
っ
た
も
の
で
、
無
帽
・
無
背
景
の
写

真
。
サ
イ
ズ
は
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
用
に

準
じ
、縦
45
㎜
×
横
35
㎜
程
度
の
も
の
。

白
黒
、
カ
ラ
ー
ど
ち
ら
で
も
可

M
市
民
課
戸
籍
係
0
２
２
―
１
３
１
２

市
で
は
、
今
年
度
中
に
下
水
道
全
体

計
画
区
域
の
変
更
を
予
定
し
て
お
り
、

左
図
の
と
お
り
下
水
道
排
水
区
域
の
都

市
計
画
決
定
変
更
を
行
う
予
定
で
す
。

次
の
と
お
り
、「
計
画
変
更
に
つ
い

て
の
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
日
時

８
月
12
日（
火
）
19
時
〜

●
場
所

市
庁
舎
４
階
第
４
会
議
室

M
下
水
道
課
工
務
係

0
２
２
―
１
３
２
７
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65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
、

負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
か
ら
、
国
の
基
準
に
よ
り
５

段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
独
自
施
策
と
し
て
、
次
の

す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方
を
対
象
に
、

単
年
度
の
減
額
措
置
を
実
施
し
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
対
象
者
お
よ
び
基
準

①
平
成
15
年
度
の
介
護
保
険
料
の
所
得

段
階
区
分
が
第
１
段
階
（
生
活
保
護
受

給
者
を
除
く
）
ま
た
は
第
２
段
階
で
あ

る
こ
と
。

②
前
年
の
年
間
収
入
が
65
万
円
以
下

（
世
帯
員
が
１
名
増
す
ご
と
に
35
万
円

を
加
算
し
た
額
）
で
介
護
保
険
料
の
納

入
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

③
預
貯
金
な
ど
の
額
が
、
第
１
段
階
は

65
万
円
（
２
人
以
上
の
世
帯
は
１
０
０

万
円
）、
第
２
段
階
は
１
０
０
万
円

（
２
人
以
上
の
世
帯
は
１
３
５
万
円
）

を
超
え
な
い
こ
と
。

④
居
住
用
を
除
き
、
処
分
可
能
な
不
動

産
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

の
扶
養
や
仕
送
り
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
。

■
減
額
の
内
容

第
１
段
階
の
方
は
、
第
１
段
階
の
保

険
料
の
半
額
に
、第
２
段
階
の
方
は
、第

１
段
階
の
保
険
料
額
に
減
額
し
ま
す
。

■
減
額
の
申
請

減
額
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
申

請
が
必
要
で
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
提

出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
内
容
審
査

の
上
、
減
額
決
定
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
受
付
期
間

８
月
18
日（
月
）〜
10
月
16
日（
木
）

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
受
付
場
所

市
庁
舎
１
階
税
務
課

M
税
務
課
介
護
保
険
料
係

0
２
２
―
１
３
１
３

平
成
15
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、

消
費
税
法
の
中
小
事
業
者
に
対
す
る
特

例
措
置
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

【
事
業
者
免
税
点
の

適
用
上
限
の
引
き
下
げ
】

納
税
義
務
が
免
除
さ
れ
る
基
準
期
間

に
お
け
る
課
税
売
上
高
が
１
、
０
０
０

万
円
（
現
行
３
、
０
０
０
万
円
）
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

【
簡
易
課
税
制
度
の

適
用
上
限
の
引
き
下
げ
】

簡
易
課
税
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
基
準
期
間
に
お
け
る
課
税
売
上

高
の
上
限
が
５
、
０
０
０
万
円
（
現
行

２
億
円
）
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
改
正
は
、
個
人
事
業
者
は

平
成
17
年
分
か
ら
、
事
業
年
度
が
１
年

で
あ
る
法
人
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年

３
月
決
算
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

M
大
河
原
税
務
署

0
０
２
２
４
―
５
２
―
２
２
０
２

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
15

年
度
以
降
の
国
民
健
康
保
険
税
所
得
割

額
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
算
定
方
法

が
変
更
に
な
り
ま
す
。

①
公
的
年
金
等
特
別
控
除
（
17
万
円
）

の
廃
止

65
歳
以
上
で
公
的
年
金
所
得
が
あ
る

方
の
場
合
に
は
、
公
的
年
金
所
得
額
か

ら
17
万
円
を
控
除
し
て
い
ま
し
た
が
、

廃
止
さ
れ
ま
す
。

②
給
与
所
得
等
特
別
控
除
（
２
万
円
ま

た
は
５
％
）
の
廃
止

給
与
所
得
額
か
ら
給
与
所
得
の
収
入

金
額
の
５
％
（
最
高
２
万
円
）
を
控
除

し
て
い
ま
し
た
が
、
廃
止
さ
れ
ま
す
。

③
青
色
事
業
専
従
者
給
与
・
事
業
専
従

者
控
除
の
適
用

青
色
お
よ
び
白
色
申
告
の
事
業
専
従

者
給
与
は
、
従
来
ま
で
事
業
主
の
所
得

に
戻
し
て
算
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

後
は
、
事
業
専
従
者
の
給
与
と
し
て
算

定
し
ま
す
。

④
長
期
譲
渡
所
得
等
特
別
控
除
の
適
用
　

長
期
お
よ
び
短
期
譲
渡
所
得
は
、
従

来
ま
で
特
別
控
除
が
適
用
に
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
後
は
特
別
控
除
が
適

用
に
な
り
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
国
民
健
康
保
険
税
所
得
割

額
の
算
定
に
お
け
る
特
例
的
な
措
置
を

廃
止
し
、
市
民
税
所
得
割
額
に
準
じ
た

算
定
方
法
に
改
め
る
も
の
で
す
。

※
な
お
、
こ
の
改
正
で
の
税
額
の
算
定

は
、
今
月
送
付
す
る
納
税
通
知
書
（
本

算
定
賦
課
）
か
ら
反
映
さ
れ
ま
す
。

M
税
務
課
国
民
健
康
保
険
税
係

0
２
２
―
１
３
１
３

　は問い合わせ先です�

介
護
保
険
料
の
減
額
申
請
に
つ
い
て

８
月
25
日
か
ら

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
本
格
稼
働
し
ま
す

下
水
道
排
水
区
域
の

都
市
計
画
決
定
変
更
に
つ
い
て

消
費
税
が
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
所
得
割
額
の

算
定
方
法
が
変
わ
り
ま
す

最
近
、頻
繁
に
各
家
庭
を
訪
問
し
て
、

宅
地
内
の
下
水
管
や
ま
す
の
清
掃
・
点

検
を
勧
め
る
業
者
が
い
ま
す
。

市
の
業
務
と
し
て
下
水
管
や
ま
す
の

清
掃
や
点
検
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
業
者
の
派
遣
も
し
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

宅
地
内
の
下
水
管
や
ま
す
は
、
各
家

庭
の
管
理
（
清
掃
や
点
検
な
ど
）
と
な

り
ま
す
。
誰
で
も
簡
単
に
ま
す
の
ふ
た

を
開
け
て
詰
ま
り
な
ど
を
確
認
で
き
ま

す
。
年
１
回
程
度
、
ま
す
の
ふ
た
を
開

け
、
中
に
溜
ま
っ
て
い
る
も
の
が
あ
れ

ば
取
り
除
き
、
ト
イ
レ
・
台
所
な
ど
か

ら
の
排
水
が
す
ぐ
に
流
れ
て
く
る
か
確

認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

工
事
・
清
掃
な
ど
の
相
談
は
、白
石
市

排
水
設
備
工
事
業
者
へ
お
願
い
し
ま
す
。

M
下
水
道
課
管
理
普
及
係

0
２
２
―
１
３
２
７

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
15
年
７
月
１
日
付
け
を
も
っ

て
、
法
務
大
臣
よ
り
次
の
方
が
人
権
擁

護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

●
川
村
佳
世
子
さ
ん

（
郡
山
字
金
倉
23
番
地
１
）

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
人
権

が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
た
え
ず
見
守

り
、
も
し
人
権
が
侵
さ
れ
た
り
、
侵
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
場
合
に
は
、
相
談

相
手
に
な
っ
て
そ
の
救
済
を
図
る
こ
と

を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
相
談
さ
れ
た
こ
と

は
一
切
秘
密
に
扱
わ
れ
ま
す
。

M
生
活
環
境
課
　
0
２
２
―
１
３
１
４

人
権
擁
護
委
員
の

委
嘱
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
、
内
職
の
案
内
情
報
は
、

大
河
原
合
同
庁
舎
内
の
大
河
原
産
業
振

興
事
務
所
に
出
向
く
か
、
電
話
で
の
問

い
合
わ
せ
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
８
月
１
日
か
ら
白
石
市
で

も
内
職
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

●
訪
問
・
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
商
工
係（
市
庁
舎
２
階
）

0
２
２
―
１
３
２
１

●
提
供
内
容
　
内
職
情
報
、
内
職
求
人

に
つ
い
て
の
紹
介
な
ど

※
大
河
原
産
業
振
興
事
務
所
で
も
情
報

提
供
を
従
来
ど
お
り
実
施
し
ま
す
。

0
０
２
２
４
―
５
３
―
３
１
１
１

（
内
線
４
０
８
・
企
画
商
工
班
）

市
で
も
内
職
の
情
報
を

提
供
し
ま
す

住
宅
金
融
公
庫
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
返

済
中
で
、
最
近
の
不
況
に
伴
う
失
業
や

収
入
の
減
少
な
ど
で
返
済
に
お
困
り
の

方
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
返
済
方
法

の
変
更
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
取
扱
期

間
は
平
成
16
年
３
月
末
ま
で
）。

①
返
済
期
間
の
延
長
（
最
長
15
年
）

②
元
金
据
置
期
間
の
設
定（
最
長
３
年
）

③
元
金
据
置
期
間
中
の
金
利
引
き
下
げ

詳
細
は
、
住
宅
金
融
公
庫
東
北
支
店

（
0
０
２
２
―
２
２
７
―
５
０
０
３
）

ま
た
は
現
在
返
済
中
の
金
融
機
関
ま
で
。

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
の

お
知
ら
せ

白
石
都
市
計
画
下
水
道
位
置
（
白
石
市
）

白
石
市
流
域
関
連
公
共
下
水
道
（
汚
水
）




